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京 丹 後 市 

 

本市では、京丹後市夢まち創り大学事業として、参画大学と連携し市内各地域で大学

生の地域活動の取組を支援しています。 

参画大学の一つ、大手前大学 建築＆芸術学部 今福ゼミナールでは、平成 29 年度より

市内の織物事業所協力のもと、丹後ちりめんの研修やインターンシップに継続して取り組

んでおり、その一環として昨年度に引き続き 8月2４日に「子ども大学染色教室」と「紫

根染め再現実験」を開催し、紫根染め 2 カ年計画の最終年にあたる今年は、子どもたち

と一緒に公開染色実験を行います。 

平安時代の文献「延喜式」の調査では、古代の丹後国で生産された絹地を使用し最も

高貴な紫が染められた可能性があることがわかりました。この企画では絹の産地であった

丹後で織られた絹を使用し古代紫の染色再現実験を行います。 

 

◆ 子ども大学染色教室 最も高貴な色「紫」を古代の方法で染色実験  

 ＜日 時＞ 令和６年8月2４日（土）13時～1６時 

 ＜場 所＞ アグリセンター大宮 

（京都府京丹後市大宮町口大野228－1） 

 ＜内 容＞ むらさき草の根（紫根）、丹後産の絹を使用し公開染色実験。 

大手前大学の考古学と染色工芸の2つの異なる分野の教員の

共同研究の成果に基づいて、子どもたちと一緒に染色再現実

験を実施。今年度はいよいよ紫根による染色を行います。 

※詳細についてはイベントチラシを参照ください。 

 

＜主 催＞ 大手前大学  

＜協 力＞ 京丹後市夢まち創り大学 

＜後 援＞ 京丹後市教育委員会 
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＜イベントチラシ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大手前大学 今福ゼミナールについて 

染色工芸の制作を中心に、広く技法や植物染料の研究、 

染色工芸の歴史を学ぶゼミナールです。 

主要な白生地の産地としての丹後の絹織物を活性化さ 

せることを目的に、平成29年度より市内織物事業者への 

インターンシップや特産品の農産廃棄物を使った染色実験

などを行っています。 

今回のイベントでは古代の紫染色再現実験、子どもたち 

の染色の指導などを学生が中心となり実施します。 

 

◆お問合わせ先 

 夢まち創り大学事務局（京丹後市役所市長公室政策企画課 担当：青木・渡利） 

TEL: 0772-69-0120 FAX: 0772-69-0901 

Mail：kikaku@city.kyotango.lg.jp 

大手前大学 今福ゼミナール（今福章代教授） 担当：広報課 大西・島 

兵庫県西宮市御茶家所町6-42 

TEL： 0798-32-5046 

Mail：public@otemae.ac.jp 






